
アカトンボとは

アキアカネの特徴

アカトンボ、 という名前のトンボはいません。
ふだん 「アカトンボ」 と呼んでいるトンボは、 たいていの場合アキアカネというトンボです。
体が赤くなるトンボはアキアカネ以外にナツアカネやミヤマアカネ、 ノシメトンボなど何種類
もいて、 それらみんなが 「アカトンボ」 と呼ばれています。

①腹部のみが赤くなる（ナツアカネは胸部・腹部ともに赤くなる）
※羽化直後はどちらも赤くなく、次第に赤くなっていくので、色だけ
　での見分けはむずかしいです。
②胸にある 3本の黒い線が、アキアカネは先がとがった形をしており、
　ナツアカネは先がかくばっています。
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アキアカネは６月ごろに田んぼで羽化
し、 7、 ８月の間は標高の高い涼しい
場所で過ごします。 そのため、 御在所
岳でも夏になるとたくさんのアキアカネ
が飛んでくるのです。 そして秋になる
とふもとに下り、交尾・産卵を行います。
御在所にいたアキアカネは、 ２００８年
に約８０ km はなれた福井県敦賀市で
見つかりました。 他にもすぐふもとの
菰野町をはじめ、 名古屋市や、 岐阜
市などの市町村で発見されています。

アキアカネの旅

6月
ふもとの田んぼで
羽化する

10月
山をおりて産卵
する

なぜ旅をするの？
アキアカネがこのような旅をする理由は
まだはっきりとわかっていませんが、 いく
つかの説があります。
●暑さに弱く、 平地よりすずしい山上で
　過ごして体づくりをするため
●涼しい山上でわざと成熟 ( 交尾や産卵
　ができる体になること ) を遅らせ、 産
　卵時期を調整するため
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アキアカネは羽化した後、 山など標高の高い

涼しい場所に行き、 秋になると平地に戻ります。 御在所岳ではその行動範囲を調べるために

1971 年からマーキング調査をしています。
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大作戦のやり方
１. 御在所岳の山上公園でアキアカネを捕まえる

２. 赤ペンで羽に 「G マーク」 を書く

　（御在所岳の頭文字のG）

３. オスかメスかを見分けて記録用紙に記録する

４. トンボをにがす

５. 秋に Gマークのあるアキアカネを見つける

６. 見つけたら NPO法人 ECCOM までご報告を！

オスはお腹の下側に交尾器がある
成熟するとメスよりあざやかな赤色

メスは尾端に交尾器がある
体はやや太め

オスとメスの見分け方
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ございしょ自然学校でお渡しします

TEL:059-325-6386

今年の調査はどうなるかな？
赤とんぼが舞う御在所にあそびにきてね！

とんぼの持ち方
とんぼを持つ時は 「チョキ」 の手がおす
すめ！ひとさし指と中指で軽く羽をはさむ
と、 とんぼが暴れず傷つきにくいです。
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